
 

 

 
 

熊本県立八代工業高等学校（定時制）令和４年度（２０２２年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
（１）基礎学力と基本的生活習慣の充実・定着 
（２）地域に信頼され、愛され、必要とされる学校づくり 
（３）自己理解とキャリア教育をとおした自己実現 
（４）常により良いものへと向かう姿勢の育成 

 
２ 本年度の重点目標 
 本校の校訓「誠実」を基柱とし、熊本県教育庁の令和４年度（２０２２年度）「教育指導の重点」並びに
「取組の方向」に則り、家庭、地域、学校が連携し、生徒の「夢実現」と「生きる力の育成」に向けた教育
活動を推進する。 
（１）基本的生活習慣の確立と豊かな人間形成の醸成（２）基礎・基本を重視した学力の定着と向上 
（３）キャリア教育の充実と自己実現         （４）安全教育・健康教育、危機管理の充実 
（５）校務整理と業務改善 

 
３ 自己評価総括表 

評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評
価 成果と課題 大

項
目 

小項目 

学 
校 
経 
営 

「働きな
がら学べ
る学校」
の推進 
 
 
 
 

 
教職員の
資質向上 
 
 
 
 
 
業務改善 
 
 

・多様な生
徒 の 実 態
に 即 し た
指導 

・きめ細かな生徒の
実態把握と個別指
導の充実 

・毎月の生徒情報交 
換会 

・生徒面談の重視と 
特別支援計画の共
有、状況に応じた
各教育機関との連
携による対応 

Ａ 

 

・毎月の生徒情報交換会によ

り多様な生徒の実態を全職

員で共有できた。 

・全生徒に SC 面談を実施

し、SSW と連携しながら個

々の課題に対応したこと

で、中途退学者が出なかっ

た。 

 

 

 

 

・校内研修
の充実 

・分掌部の組織的・
機動的取組の再構
築 

・分掌部会の開催と
計画的な研修の実
施 

Ａ  

・不祥事防止研修や保健部主

催の健康管理に関する研

修、生徒指導部主催のいじ

め防止研修、GIGA スクール

推進部の ICT 活用研修など

計画的に実施できた。 

・校務の効
率化 

・分掌部間の協力・
協働体制の構築 

・分掌部間で情報共
有した学校行事の
実施 

・講演の日程調整に
よるＬＨＲの時間
確保 

Ｂ 

 

・GIGA スクール推進部主導で

校務の ICT 化、効率化が進

んだ。職員間の情報共有も

しやすくなった。 

・担任裁量のＬＨＲの時間が

少なかった。 

学 
力 
向 
上 

学校生活
への意欲
向上 

・出席率の
向上 

・生徒の年間出席率
平均８５％以上 

・毎月の情報交換 
会で、生徒の学校
生活や家庭環境の
状況を全職員で共
有 

・生徒用行事予定ク
ラスルームを活用
し、生徒へ授業計
画や行事予定表を
掲示 

Ａ 

・情報交換会での把握を実施
し、担任を中心に欠席の多
い生徒の対する対応を行っ
た。 

・学校連絡Classroomを活用し
、授業予定や定期考査時間
割を生徒だけでなく保護者
にも掲示できた。 

・全体の出席率は、86.4%で

あった。 



 

 

学習への
意欲向上 

・授業の充   
 実 

・わかる授業の実践 
 
 
 
 
 
・授業時数の確保 
 
 
 
 
 
・基礎学力の把握 
 
 
 
 
 

・生徒による授業評
価や全職員による
研究授業を実施 

 
 
・行事予定をもと
に、授業の偏りな
く調整し、授業の
予定時数を全職員
へ周知 

 
・新入生考査やベー
シックタイム確認
テストの結果を分
析し、全職員の共
通理解 
 

Ａ 

・授業評価は、1・2 学期に 

1 回ずつデジタルデータで

行い、業務短縮できた。研

究授業は職員用 Classroom

を活用し、配付資料を共有

できるようにした。研究授

業は、タブレット端末の活

用を基本に据え難しかった

が現在までにほとんどの職 

員が実施した。 

・授業数の偏りがないよう 

に調整し、授業予定数は各 

学期に全職員へ周知した。 

・学校評価アンケートでは 

学力向上の割合が昨年以上 

に上昇した。 

・基礎学力 
の定着 

・ベーシックタイム
の実施 

・国語、数学、英語の
課題を、学期をま
たがった２カ月程
度取り組み、課題
をもとにしたテス
トを実施 

Ｂ 

・課題に取り組む時間を 2 カ

月計 30 回以上設けた。24

人中 2 人が全問に取り組

み、15 人が 20 回以上取り

組んだ。授業以外で学習し

ているのは 4 人であった。 

・進路指導部による学力診断

テストと連携し、1 学期か

らベーシックタイムを行い

基礎学力の定着に取組ん

だ。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導 

進路保障 
 

・生徒一人
ひとりに
合わせた
進路指導 

・進路希望の把握 
 
・進路に関する資料
等の提供 

 
・進路面談や課外、
模試の実施 

 
 
・ハローワークや地
域との連携 

・進路希望調査を毎
月行う 

・企業見学の実施 
進路講演会の実施 
進路報告会の実施 

・生徒の進路希望に
合わせた面談、課
外、模試等を適宜
実施する 

・必要に応じて、ハ
ローワークや地域
事業所、外部機関
等に相談し、協力
して進路指導を行
う 

 

Ｂ 

 

・３年ぶりに企業見学が実施
でき、地元企業の実態を知
ることができた。 

・進路希望に具体性をもたせ
る術を工夫する必要があっ 
た。 
 

・模試を２回実施し、生徒の状
況把握につながった。 

 
 
・ハローワークをはじめ、外部
機関とも連携をとり、課題
を抱える生徒の対応に活か
すことができた。 

・働くこと
に前向き
な勤労観
を育成 

・就業状況調査の実
施 

 
 
・アルバイト等の情
報提供 

・インターンシップ
の実施 

・就業状況調査を毎
月実施し、結果を
全職員に周知する 

・ハローワークの求
人情報を随時生徒
に案内する 

・２年次のアルバイ
ト未経験者を中心
にインターンシッ
プを実施し、年次
末に報告会を行う 

Ａ 

 

 

・ハローワークの求人の中か

ら２名の生徒をアルバイト

につなげることができた。 

・インターンシップに１年次

からも２名が参加し、充実

した内容で実施できた。 

生 
徒 
指 
導 

自己管理
能力の育
成 

・規範意識
の向上 

・遅刻の減少（昨年
度比１割減） 

・４割の生徒がスマ
ホのルールを意識
した行動を送るこ
とができる。 

・登校指導 
・情報安全教室 

担任、教務部、生 
徒会、家庭との連
携 

Ｂ 

・遅刻件数について、501 件

と多く、昨年度より 79 件

増加した。 

・スマホのルールについて

は、スマホ使用宣言を活用



 

 

したことで全生徒が家庭内

でのルールを決めることが

できた。また、ルールを守

っていると回答した生徒が

約 4 割、やや守れているを

含めると約 7 割となり意識

した生活が送れている。 

豊かな人
間形成 

・コミュニケ
ーション能
力の向上 

・自ら積極的に挨 
拶することができ 
る。 
・お互いに共感し 
理解し合うことが 
できる。 

・登校指導 
 
・年２回のＳＳＴの 
実施 

Ａ 

・SST や人権教育、SC による

講話や全生徒面談などによ

り落ち着いた学校生活を送

れている。 

人 
権 
教 
育 
の 
推 
進 

人権教育
推進体制
の確立 

・教職員の実
践力向上 

・全職員に対する研
修の充実 

 

・実践力のある人権 
レポートの自主研 
修と作成 

Ｂ 

・全職員による人権レポート

の作成については、人権意

識の向上につながっている

と思われるが、研修への積

極的参加については５割を

切っており、改善の必要が

ある。 

人権意識
向上 

・人権教育
の 内 容 精
選 

・３・４年間を見通
した人権教育計画 

 

・３，４年間の継続
した人権問題への
積極的な取組の推
進 

Ａ 

・生徒のいじめや差別を許さ

ない意識については９割を

超えた。１・２年次で様々

な人権問題への取組を行

い、３・４年次では「言わ

ない・書かない・提出しな

い」取組等を行った成果が

表れている。 

命を大切
にする心
を育む指
導 

・自他の命
を 大 切 に
す る 心 の
育成 

・仲間づくりの推進 
 
・自己肯定感や自尊
感情の向上 

 

・自己肯定感や自 
尊感情を高めるた
めのＬＨＲを活用
した授業の実践 
 

Ａ 

・友人を大切にする生徒が７

割近くに達しており、学期

ごとの人権問題をテーマに

したホームルーム活動や自

己肯定感や仲間意識を高め

るためのゲームや講話等の

成果が表れている。 

い 
じ 
め 
の 
防 
止 
等 

いじめの
防止等 

・いじめに
つ い て の
認 識 と 理
解 

 
・自他の人格を尊重
する態度の育成 

・心の通う人間関係
を構築する態度を
養う 

・いじめゼロ 

・安心して生活で 
きる集団生活のル
ールの確立 

・ＳＳＴ、情報安 
全教育、人権教育
の実施 

・あらゆる機会を 
とらえいじめにつ
いて考える場面の
設定 

Ａ 

・アンケートの結果、95%の

生徒がいじめや差別を許さ

ないことや友人を大切にす

ることを意識している。 

・今年度いじめの認知件数は

0 件であった。 

・SST や人権教育、授業など

あらゆる教育活動の中で、

自他を尊重する態度につい

て指導を行うことができ

た。 

いじめの
実態把握 

・いじめの
認知 

 
・早期発見、
解 決 に 向
けた取組 

・いじめの早期発見 
と対応 

・いじめの解決 
・いじめに対する学
校と家庭の連携・
協力 

・毎学期のアンケー
トを実施と検証 

・全職員での情報共
有 

・面談週間の実施 
・いじめ防止等対 
策委員会の開催 

・スクールサインの
インストール 

Ａ 

・学期毎にアンケートを行っ
た結果をまとめ、全職員で
共通理解を図った。 

・いじめの認知や未然防止等
に関する職員研修を２回実
施した。 



 

 

地
域
連
携
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
） 

学校・保
護者・地
域・各種
行政機関
との連携 

・総合型コ
ミ ュ ニ テ
ィ・スクー
ル と し て
地 域 と の
連 携 体 制
の構築 

 
 

・学校運営、教育活動
課程の承認 

・スクールミッショ
ンの承認 

・地域の課題への取
組による地域活性
化 

・危機管理マニュア
ルの更新と周知 

 

・学校運営協議会の 

開催（年３回）によ 

る連携体制確立 

・地域の就労先との 

連携 

・安全安心メールを 

使った連絡体 

制の強化 

・適時の防災教育の 

実践 

Ｂ 

・今年も学校運営協議会から

貴重な提言をいただき危機

管理に役立てている。 

・危機管理マニュアルの内容

を、全日制とのマニュアル

と連携し、数年ぶりに更新

できた。 

・防災避難訓練は短縮授業に

せず、平常校時に改善して

実施できた。生徒・職員の

避難も良くできた。 

開かれた
学校作り 

・定時制高
校 の 魅 力
発信 

・公開授業・オープ

ンキャンパスにより

魅力をアピール 

 

・学校ホームページ

による定時制の魅

力発信 

・公開授業の校外へ

の周知 

・オープンキャン 

パスの内容充実 

・定時制独自のホー

ムページにより見

やすく鮮度のある

情報の発信 

Ａ 

・公開授業において、学校運

営協議会委員、中学校関

係、保護者の方々から好評

であった。 

・オープンキャンパスは参加

者が増加し盛況であった。 

・ホームページの移行は労力

を要したが、本校の教育活

動の周知と魅力発信の効果

があった。 

健 
康 
教 
育 

基本的生
活習慣の
育成 

・基本的生
活 習 慣 を
啓発 

・三密の回避、偏食の
ない食生活を送り
、６時間以上の睡
眠を促し免疫力を
高める 

・特に換気の徹底、
健康観察や内科検
診時での把握 

・食育を通じて、 
自己管理能力の
育成 

Ｂ 

・全職員で換気等の徹底を行

っており、集団感染はでて

いない。 

・食育や調理会を３年ぶりに

実施できた。 

学 
校 
行 
事 
等 
の 
充 
実 

学校行事
の活性化 

・生徒の主
体 的 な 活
動を促進 

・学校行事の満足度
を５段階中４以上 

 
・生徒の自己肯定感
や自律心の育成 

・体育大会や文化 
祭、校外体験学習
等の行事で、コミ
ュニケーション能
力を向上させ、達
成感や充実感を味
わわせる。 

Ｂ 

・アンケートの結果、学校行事
を楽しみにしている生徒は
71％であり、昨年度より1割
増加した。 

・自己肯定感については、自分
に自信が持てない生徒が半
数以上いる。 

・ＰＴＡと
連 携 し た
行 事 の 取
組 

・ＰＴＡ共催行事の

充実 

 

 

 

・ＰＴＡ役員会の充

実 

 

・校外体験学習の魅 

力ある場所の選定 

と内容の充実 

 

 

・ＰＴＡ役員会の出 

席率の向上と、綿

密な打ち合わせの

実施 

Ｂ 

・荒尾方面の世界遺産の「万田

坑」の学習、「グリーンラン

ド」による親睦等、充実した

内容となった。 

・コロナ禍で必要最小限であ

ったがＰＴＡ役員様のおか

げで充実したＰＴＡ活動が

できた。次期ＰＴＡ役員選

考は、役員の方々の御理解

と御協力でスムーズに見通

しが立った。 

生徒会行
事と部活
動 

・生徒会活
動 の 充 
実（定通文
化大会 
を含む） 

・生徒会活動の活性
化による、学校行
事の充実 

・自ら進んで参加す
る意欲的な生徒の
育成 

・リーダーシップの 
育成と積極的に取
り組める体制の構
築 

・生徒一人ひとり 
が活躍できる学校
行事の企画 

Ａ 

・学校行事は生徒会スタッフ

が主体的に運営し、盛り上

げてくれた。 

・３年ぶりの定通文化大会で

は、生徒会スタッフが活躍

した。生活体験作文発表で

県代表になることができ

た。 

・部活動の
充実 

・部活動の活性化 

・活動しやすい環 
境の整備（用具等） 

・通年の活動がで 
きる指導・助言 

Ｂ 

・通年の活動を行うことがで 

きたが、参加者が減少傾向

である。運動習慣の確立に

向け、呼びかけていきた

い。 

 
 



 

 

 
 
 
 


